
世
界
で
活
躍
す
る
た
め
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清水の
舞台か
ら
飛び
降り
る

つ
も
りで、
今こ
そ
小
学
校で
も

英
語を
教
糾と
して
教え
るこ
と。

を
決断すべ
きだ。
そ
う
し
な
け

れ
ば、
導入
は
叩
年
以上
は
遅
れ

る
だ
ろ
う。

幻
世
紀に
入
り、
さ
ま
ざま
な

領域で
グロ
ーバ
ル
他が
急
速
に

進
ん
で
い
る。
世界と
直
結し
な

けれ
ば
日
常生
活も
で
きな
い。

国
際言
語で
あ
る
英
語を
身につ

け
る
こ
と
は
も
は
や
欠
か
せ
な

い。
小
学
校
英
語の
議
論
が
高ま

っ
て
い
る
の
も、
日
本の
経
済
大

国と
して
の
地
位
が
揺ら
ぎ、
国

際
社会
か
ら
取
り
残さ
れ
か
ね
な

嶺雄氏同嶋
いと
の
危
機感
が
あ
る
か
ら
だ。

私
は
ア
ジ
アで
の
国
際
会
議に

よ
く
出る
が、
英
語が
で
き
な
け

れ
ば
発
信も
で
き
な
い。
シ
ン
ガ

ポー
ル
や
中
国の
人
が々
活
発に

話
す一、
方、
日
本
人は
洗
黙
す
る

ば
か
り
だ。
こ
れ
で
は
困る。
韓

国な
ど
小
学
校か
ら
英
語に
取
り

組
む
国が
多い
な
か、
日
本は
ア

ジ
アの
孤
児に
な
り
か
ね
な
い。

国
際
的な
視
点か
ら
だ
けで
は

な
い。
言
葉を
覚え
る
の
は、
耳

か
ら
入
る
音楽と
同様、
早
い
ほ

ど
よい
か
ら
だ。
岡
倉
天
心、
新

渡
戸
稲
造は、
い
ずれ
も日
歳で

東
京
外
国
語学
校
（
現・
璽京
外

国際教養大学長
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国際社会学。前東京外
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国語
突
き
に
入っ
て
い
る。
江

戸
時
代
の
長
崎
の
中
国
語
通
訳

唐庫事
の
家
訓
に
も、
漢
（
中

国）
語は
幼
少
に
教
え
るべ
き

だ、
と
あ
る。

多
く
の
小
学
校で
は、
すで
に

「
総
合
的な
学
習
の
時
間」
で
英

語
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

が、
それで
も
3
年生
か
ら
だ。

ど
うせ
な
ら
もっ
と
早く
始め
る

の
が
よい。

初めて
の
試み
だ
か
ら、
心
配

が
あ
る
の
は
当
然だ。
ま
ず
指導

者を
ど
う
す
る
か
だが、
あま
り

堅
苦し
く
考え
る
必
要は
な
い。

地
域
を
探せ
ば
英
語の
使い
手は

た
く
さん
い
る
は
ずだ。
海外
留

学など
の
経
験
者一ら
に
専
耕
教
員

の
免許を
出せ
る
よ
うに
す
る
の

も
い
い。
予算を
切りつ
めて
は

うま
く
い
か
な
い。
教員
養成、

教
材
開
発に
十
分な
お
金
を
か
け

な
けれ
ば
な
ら
な
い。

早くか
ら
英
語を
教え
ると、

iこ日
本
人と
して
の
ア
イ
デシ
テ
ィ

テ
ィ
ー
が
揺ら
ぐと
不
安が
る
向

き
も
あ
る
だ
ろ
う。
こ
れ
は、
日

本の
歴
史や
文化を
扱っ
た
教
材

を
英
語で
教え
れ
ば
よいれ

導
入に
あたっ
て
は
完
壁
な
英

語よ
り、
コ
ミュ
ニ
ケ1
シヨ
シ

の
道
具と
して
の
英
語を
身につ

けさせ
るこ
と
を
優先すべ
きだ

と
思う。
いま
行っ
て
い
る
小
学

校の
英
語
活
動
は、
ゲ
ーム
など

英
語に
楽
し
く
接
す
るこ
と
が
で

き
る
よ
う工
夫
して
い
る。
基
本

的に
はこ
の
線で
い
いが、
外
国

語の
学
習は
国
語
や
算
数と
同じ

重
要な
教
糾だと
い
う
認
識が
必

要だ。さ
ら
に、
中学
校以
降の
英
語

教
育を
組
み立
て
直
し、
ば
ら
ば

ら
だっ
たカ
リ
キュ
ラム
を
実
践

重
視の一
貫し
た
も
のに
す
る
必

要が
ある。

中
学
校で
は
異
文
化
の
世界に

ふ
れ
る意
味を
もっ
と
重
んじ
る

べ
き
だ。
大
学と
高
校の
連
携
を

進
め
れ
ば、
高
校も
受験
英
語か

ら
大
きく
変わ
る
だ
ろ
う。

問題は
大
学だ。
英
文学
専
門

の
先生
が
全
員に
1
年か
けて
英

語の
小説を
読ま
せ
る
よ
う
な
教

育で
は
困る。
入
学
時の
英
語
力

に
差
が
あ
る
の
だ
か
ら
能
力
別に

指
導
すべ
き
だ。
私が
学
長
を
務

め
る
国
際教
養大
学（
秋
田
県）

は
徹
底し
た
能
力
別
指
導
を
採
り

入れ、
基
礎
ク
ラ
ス
で
も
3
カ
月

半で
イ
ラク
問題の
議
論が
英
語

で
で
き
る
よ
う
に
なっ
て
い
る。

小
学
校へ
の
導
入
を
検
討
中の

中
央
教
育
審
議会
の
教
育
課
程
部

会
外
国
語専
門
部会に
は
賛
否
両

論、
さ
ま
ざま
な意
貝が
あ
る。

主
査
と
して
の
私
の
役
割は、
課

題
を
整
理
し、
水
路
を
付
け
るこ

と
だ
と
思っ
て
い
る。
そこ
で
大

切に
し
た
い
の
は、
英
語を
教
耕

に
して
も
保
護者を
英
語塾
に
走

ら
せ
な
い
よ
う
に
す
るこ
と
だ。

すべ
て
の
児
童
が
早く
か
ら
世

界
に
目
を
聞
く
教
育
を
考
え
た

い。

（
聞き
手・
民
間
真弓）


